
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元の商品を買う 

      地産地消によって地域活性化や輸送」エネルギーを削減します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エシカル消費ってなぁに？ 

人や社会、環境、地域に配慮した物やサービスを選

んで消費することです。「人を傷つけていないかし

ら？」「地球に負担をかけていないかな？」と商品が

作られた背景を日々の暮らしの中で意識して過ごし

てみると、世界の未来が変わります。 

 

「環境」への配慮 

・グリーン購入を心掛ける 

・認証ラベルのある商品を選ぶ 

・使い捨てより長く使える製品を選ぶ 

 

「生産」から「廃

棄」まで環境への

負担が少なく、環

境保全に役立つ

と認められた商

品 

適切に管理され

た森林資源を使

用した商品（紙製

品など） 

海洋の事前環境や水産資

源を守って獲られた水産

物（シーフード） 

「地域」に配慮した消費 

・地産地消を心掛ける 

・地元で買い物をする 

・応援消費をする 

 

「社会」に配慮した消費 

・フェアトレード商品を選ぶ 

・寄付付き製品を買う 

 

発展途上国の原料や製品

を適正な価格で継続的に

取引された商品 

「人」に配慮した消費 

・福祉作業所などの製品を買う 

鯖江市市民相談室 消費生活センター 
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SDGs のこのような目標に該当します。 

 

 

 

 

エシカル消費 

こんなことから はじめられます 

１ 必要なものを必要な分だけ買う。 
買い物をする前に「これは本当に必要かな」と 

考えるクセを付けましょう。 

 

２ 安さだけでなく、長く使えるか考える。 
つい値段が安いものを選んでしまいがちですが、 

少々高くても長く使えたほうが結局はお得です。 

 

３ できるだけ、地元の商品を選ぶ。 
身近なお店や地域の商店街で買い物をすることが、 

地域の活性化につながります。 

 

４ 買い物をするときは、その生産地、 
生産国をチェックする。 
私達が今手にしている商品で、誰かが苦しんだり、 

自然が破壊されたりしていたらとしたら、どう感   

じますか？商品の向こう側を考えてみましょう。 

５ エシカルな認証やマークの付いた 
商品やサービスを手に取る。 

認証ラベルを買い物の参考にしてみましょう。 

６ 電気や水などの資源を大切に使う。 

  節水・節電を心がけましょう。 

 

７ リユース、リサイクルできる製品 

を選ぶ。 
   使用している資源を再利用すれば、製品の原料 

となる新たな資源の節約になります。 


